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提案のあった沖縄県地域結集型共同研究事業概要図

沖縄県地域結集型共同研究事業
亜熱帯生物資源の高度利用技術の開発テーマ名：

技術分野：ライフサイエンス
事業目標：沖縄県の生物資源の高度利用に関する基盤技術について、産学官連携に

よる研究を行い、健康・バイオ分野における産業技術の高度化を図るとと
もに、付加価値の高い新たな製品開発を促進し、県内産業の振興に寄与す
ることを目的とする。

事業実施体制
事業推進根拠：沖縄振興開発計画、沖縄県科学技術振興大綱に基づく
事業総括：仲井真 弘多 沖縄電力代表取締役社長
研究統括：安元 健 東北大学名誉教授
中核機関： 株）トロピカルテクノセンター（
コア研究室：沖縄健康バイオ研究開発センター（仮称）
自治体の担当部署：沖縄県商工労働部工業・工芸振興課

期待される 創出が期
産 研究成果 待される
学 新産業例
官 亜熱帯生物資
の 源に含まれる
連 有用物質の工
携 業的抽出・分

離・精製技術
等の確立

期待される
研究成果

亜熱帯生物資
源に含まれる
有用物質の構
造解明及び食
品素材、化粧
品原料、医薬
品原料等とし
ての機能解明

期待される
研究成果

亜熱帯生物資
源に関する遺
伝子から蛋白
に至るまでの
網羅的データ
ベース構築等

沖縄県のバイオ分野の科学技術基盤の形成
沖縄健康バイオ研究開発センター（仮称）をコア研究室として （株）トロピカル、
テクノセンターを中核機関に、バイオテクノロジーに関する研究ポテンシャルを有す
る県内外の大学、研究機関と、沖縄県工業技術センター及び県内企業との産学官連携
の共同研究体制の確立を図り、ゲノム手法等の最新のバイオテクノロジーを駆使した
亜熱帯生物資源の高度利用技術に関する地域ＣＯＥを構築する。

B研究テーマ

【テーマ名】生物資源に含まれる有用
物質の機能解析

【研究リーダー】
独立行政法人 産業技術総合研究所
主任研究官 丸山 進
参加研究機関・企業】【
独立行政法人 産業技術総合研究所、
琉球大学、沖縄県工業技術センター
（株）トロピカルテクノセンター
県内企業
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C研究テーマ
【テーマ名】ゲノム手法による有用生

物・物質の探索システムの
構築

【研究リーダー】
国立成育医療センター研究所
薬剤治療研究部長
京都大学大学院薬学研究科
教授 辻本豪三

【参加研究機関・企業】
京都大学大学院、琉球大学 （株）ト、
ロピカルテクノセンター、県内企業

A研究テーマ

【テーマ名】 生物資源を利用した有
用物質の生産技術開発

【研究リーダー】
（株）トロピカルテクノセンター
研究開発部長 比嘉 敏勝
参加研究機関・企業】【
琉球大学 （株）トロピカルテク、
ノセンター、県内企業


